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§１　一般事項

§２　鉄骨のかぶり厚さ

　　　主筋相互のあき及び主筋と鉄骨のあき

§３　主筋の継手,定着

§４　鉄筋の貫通孔

§７　梁貫通孔補強

§６　バンドプレート

§５　柱，梁仕口部

§８　帯筋，あばら筋

§９　耐震壁の配筋

§１２　柱脚

§１１　スタッドジベル
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鉄骨構造工作標準図（Ｓ標準図）による。特記なき限り単位は㎜とする。

隅柱

２．主筋と鉄骨のあきは　　かつ粗骨材の　　　倍以上とする。

３．鉄筋相互のあき　は　　かつ粗骨材の　　　倍以上かつ呼び径の　　倍以上とする。

４．主筋のあき　が　　以上ある場合は　　　以内に補強筋（　　以上）を入れる。

等を考慮して、適切な寸法とする。

ただし、主筋の径、鉄骨断面の大きさ、せん断補強筋のフックの長さ、コンクリートの充填性

　　　　とするのが望ましい。　　　ただし、施工性を考慮して

としてよい。ただし、やむを得ない場合は

ただし、定着はしなくてよい。

本標準図に記載なき事項は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（ＲＣ標準図）及び

貫通孔を設ける場合の望ましい範囲

鉄骨柱を地中梁に埋め込んだ場合の帯筋の径は

帯筋を割りフープにした場合

原則としてＲＣ標準図によるが、梁の非塑性化部分では　　フックとしてもよい。

補強プレ－トの大きさはＳ標準図§９による。（プレートの材質は母材と同種）

非塑性化部分では
片持ちスラブの段差

フランジプレートの上に

柱の立上がり寸法は　　　以上かつ主筋の継

手長さ　　以上とする。

梁の出寸法　は、主筋の継手長さ　　以上と

柱脚埋め込み定着の場合

１階に柱の継手を設ける場合、継手部のボルト穴を利用して仮設のつなぎ材を設けるか、地中梁

杭が偏心している場合

主筋を切断しない様にする。

を設ける。

かつ 以下としてもよい。

以上

でもよい。

１．梁の主筋は原則として柱フランジプレートを貫通させない。

３．梁のウェブプレート，ガセットプレ－トに当たる帯筋はこれを貫通させる。

１．溶接仕様及びスカラップ形状はＳ標準図§４及び§６による。

２．

３．

４． (通しダイアフラム）

５． （パネルプレート）

６． 寸法 かつ

７． 寸法 かつ 以上の場合は

８．

９．

Ｓ標準図の§６による。

バンドプレ－トは必要に応じて梁主筋

の定着に支障のない位置に設ける。

下端筋はウェブプレートの手前で

ピッチは

同レベルで付いている場合はピッチ 以下としてよい。
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小梁の主筋は一段配筋とすることが望ましい

折り曲げ定着としてよい。

以
上

継手位置

以上

非塑性化部分

地中梁上端

補強プレ－ト

スリ－ブ

設計図

による

シングル配筋もこれに倣う

スタッド溶接

かつ

折り曲げ定着

継手がある場合は梁に倣う

スタッド溶接

ＣＴ鋼等

つなぎ材

つなぎ材

による。

鉄骨詳細図

打継面

鉄骨詳細図

による。

地中梁上端

ウェブ貫通

定着長さ定着長さ

柱と同面になる場合 柱と同面にならない場合

断面

断面

Ｂ）梁フランジ通し方式

塑性化部分 非塑性化部分

側柱中柱

ビルトＨ

ハ

ハ

ハ

ハ

イ

ロ

ハ

バンドプレ－ト

４．梁の主筋孔が水平に　個以上並ぶ場合は穴周に補強プレ－ト（母材と同厚，同種）を設ける。

上端

の上端に主筋の配筋の妨げにならない位置につなぎ材を設ける。

（場所打杭の場合）

あと施工アンカー

地中梁の主筋が多い場合、正規のベースプレートを上にして

下部を丘立ちとし主筋の通るスペースを設ける。

ベースプレートと場所打杭等の主筋が重なる場合、地中梁内の柱鉄骨の加工を工夫して杭の

剛接合として主筋の代用とする

場合は、構造計算によって確認

すること。

をこえて折り曲げることができればこの限りでない。

２．梁の主筋が柱及び梁ウェブプレートに当たる場合はこれを貫通させる。ただし、柱の中心線

溶接ルート

主筋孔

以下とする。ただし、地中梁が柱の四方から

機械式継手

は

部分のウェブプレ－トにスカラップを設けないでフランジプレートの突合せ溶接後、

ラチス

継手部シングル配筋 ダブル配筋

※　折り曲げ角度は

　　通し配筋となる場合は折り曲げ

　　は不要。

する。（梁主筋が柱に定着できない場合）

※

（鉛直スチフナ）

（水平スチフナ）

スタッドジベルを設ける場合は設計図による。

１．ＳＲＣ造からＲＣ造に切り替わる部分

２．鉄骨柱を地中梁に埋め込んだ場合

これに接する柱及び梁ウェブプレートの最大の厚さ以上

スタッド溶接

巾止め筋

標準図 タイプによる。

５．スカラップ端から　　以上，溶接ルート部にかからないよう離す。

主筋の継手は原則として溶接継手、又は機械式継手とし、鉄骨の継手添え板から　　以上はなす。200

Ａ）通しダイアフラム方式

１，貫通孔　　φ以上にはすべてスリ－ブ

上端筋の定着長さは

とする。
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２，貫通孔は　　　かつ　　　以下，１／３Ｄ
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グラインダ仕上を行ないウェブプレ－トを溶接する。
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(販売元 )一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 (発行元 )一般社団法人関西建築構造設計事務所協会


